
Raspberry Pi 4B セットアップ作業手順  2020/04/28 update     

1. ｹｰｽのベースに基盤を仮止め(組み立て動画は newlife-lab.jp)、高温になる CPU, ﾊﾟﾜｰｺﾝﾄﾛｰﾗ(A)にﾋｰﾄｼﾝｸ大, USB ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ(B)にﾋｰﾄｼﾝｸ

小を貼付(下図)  

2. ｹｰｽを組み立て、HDMI ｹｰﾌﾞﾙ､ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ､ﾏｳｽ、HDMI など接続(HAT 等付けない) 

＊当社ケースの組み立て動画は youtube で NewLife NewDesing で検索下さい 

3. Windows,Macintosh,Linux マシン上で、公式イメージ書き込みソフト「Raspberry Pi Imager」を用い、SD カードに各種 OS を書き込

んでください。 

なお、現状 4B は USB・Network boot 出来ません。（後日ファームウェア更新で対応予定と Raspberry pi 財団からのアナウンス有） 

4. NoobsSD と USB 電源と USB 電源ｹｰﾌﾞﾙ、HDMI0(typeC 側)を接続し、ﾓﾆﾀｰ画面に虹色の模様が表示され OS boot 画面表示が表示されま

す。＊基盤上の電源 ON(赤色 LED)、SD ｶｰﾄﾞｱｸｾｽ(黄色 LED)が点滅起動しない場合は次ページの「起動しない場合の切り分け手順」を参照 

5. Rasbian のセットアップは Raspberry 財団の専用ﾍﾟｰｼﾞで詳しく説明されています。 https://www.raspberrypi.org/help/ 英語で

すがブラウザーの翻訳機能で十分理解できます。 

*最新状態にするためインストール後に必ず kernel / Video codec / firmware / software 等の更新作業を行ってください。 

$ sudo rpi-update;sudo apt update;sudo apt install rpi-eeprom;sudo apt dist-upgrade -y;sudo apt-get autoremove -y;sudo 

apt-get autoclean;sync;sudo reboot ＊途中、”Would you like to proceed? (y/N)”と表示されたら y を押す。 

 

⚫ Raspberry Pi 4B の OS セットアップ、推奨ソフトのインストール手順＆スクリプト、ホワイトペーパー、OS イメージ等を

newlife-lab.jp  で提供しています。 

⚫ 当社との協力サイト「ラズパイダ」ではより多くの情報が提供されています。 raspida.com 

⚫ 起動時や使用中に画面右上に、“   ﾏｰｸ”が出る場合 

➢ 電圧降下(4.75V 以下)：USB 電源ｹｰﾌﾞﾙ不良、品質の低い電源、劣化、断線 ➡ 電源・ｹｰﾌﾞﾙのﾁｪｯｸ・交換 

➢ ﾁｪｯｸｺﾏﾝﾄﾞ$vcgencmd get_throttled   電圧低下やｻｰﾏﾙｽﾛｯﾄなどの様々な情報の表示  (詳しくは検索) 

⚫ 使用中に画面右上に、“     ﾏｰｸ”が出る場合 Tips. 80℃を超えるとｻｰﾏﾙｽﾛｯﾄ機能で CPU ｸﾘｯｸﾀﾞｳﾝするので冷却が必要 

➢ ｻｰﾏﾙｽﾛｯﾄ動作: 通常 1.5ＧMHz:80℃を超えると➡1GHz にｸﾛｯｸﾀﾞｳﾝ➡80℃以下になり 1.5GHz に復帰 *85℃超 600Mhz 

➢ DB,Web サーバー用途など CPU 高負荷タスクで頻繁にｻｰﾏﾙｽﾛｯﾄ機能が発生する場合、FAN などで CPU を強制冷却が必要 

◼ $vcgencmd measure_clock arm  現在の CPU クロックを表示 

◼ $vcgencmd measure_temp     現在の温度を表示 

◼ $while true; do vcgencmd measure_clock arm ; vcgencmd measure_temp; sleep 10; done     連続モニター 

 

（ヒートシンク付きモデルの例）ﾋｰﾄｼﾝｸ大の取り付けには付属の熱伝導ﾃｰﾌﾟを使

います。CPU には約 1 ㎝角でカットし(１重)貼り、USB-C 上のﾊﾟﾜｰｺﾝﾄﾛｰﾗﾁｯﾌﾟにはﾋ

ｰﾄｼﾝｸとの段差(隙間)を吸収するためﾃｰﾌﾟ約 5 ㎜幅

に切り右図の様に 4 つ折り（4 重）にしてﾋｰﾄｼﾝｸ

大と接触させ熱を逃がします。 
 

USB ｺﾝﾄﾛｰﾗｰのﾋｰﾄｼﾝｸ小にはすでに熱伝導ﾃｰﾌﾟが貼ってあるので裏紙をはがしてその

まま貼り付けて下さい。 

Tips. 他チップは高負荷でも発熱が少ないのでﾋｰﾄｼﾝｸは必要ありません。  

 

ﾋｰﾄｼﾝｸ大は青い枠 の位置へ貼ります。ﾋｰﾄｼﾝｸ小   は図の位置で

す。 

様々な使い方や応用情報は、ラズベリーパイ情報サイト                                        

“ラズパイダ” もご参照下さい https://raspida.com 

 

  

左から HDMI0:Default(映像＆音声)  、HDMI1(映像のみ) *起動前に接続しないと認識しません、4K は 30KHz 出力です 



起動しない場合の切り分け手順  

キーボード、マウスなどの USB 機器以外、HAT、GPIO 機器は外してください。 

最も確実な切り分けは Noobs Lite を SD カードに焼き起動確認する事です。これで起動しない場合は以下のケースがあります。 
 

◆ ACT ランプ（赤 LED）がつくが起動せず。 

基板の初期不良、SD カードの破損＆相性問題、電源不良（ケーブル不良、電源の電圧低下、劣化）、HAT や GPIO 接続機器の故障、

EEPROM の破損 ＊３B+で使用していた SD カードで起動しないとのお問い合わせ多いです。RP4B は新規インストールが必要です。 

また、SD カード転送スピードが約 2 倍になり A1 クラスが必要です。３/3B+で使えていてもその SD カードが使えない事があります。 

⚫ 最も多いのが SD カード内の OS のﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞｰ部分(FAT32 のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)破損です。Raspberry Pi 4 は通常のパソコンと異なり、起動に必要

な PC の BIOS 的なチップが基板上にはありません。ブートローダーは EEPROM に、起動ファイルは SD カード上にあるため、急な電源

断や OS インストールの失敗、相性の悪い SD カードの利用でファイルシステムがダメージを受けたり、EPROM の破損やブートローダ

ーが読み込めない状態ではモニター画面には全く何も映りません。 

⚫ SD カードの相性問題で起動できないことがあります。 ＊コミュニティによる SD 検証リスト https://elinux.org/RPi_SD_cards 

SD カード仕様に準拠している SanDisk・トライセンド、東芝などの大手の A1 クラス品だとほぼ大丈夫ですが、台湾や中国メーカーの

もので起動できないものがあります。また大手の物を偽装した SD カードも出回っているのでご注意ください。 

⚫ Raspberry Pi 4 ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞｰの破損 ＊従来と異なり、RP4 にはﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞｰとして基板上に EEPROM が搭載されています。 

1. Raspberry Pi 4 が起動しない場合、稀に SPI EEPROM が破損している可能性があります。 

2. SD カードを取り外し、デバイスの電源を切断してから再接続します。緑色の LED が点滅しない場合は、EEPROM を再プログラム

する必要があります。ブートローダーダウンロード ➡ https://www.raspberrypi.org/downloads/ 

3. 空の FAT 形式の SD カードにダウンロードファイルを 7zip などで解凍して、SD カードを Raspberry Pi 4 に挿入します 

4. 電源を接続し、緑色の LED がすばやく点滅するまで待ち、EEPROM 上のﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞｰが上書きされるのを待ちます。 
 

◆よくあるお問合わせ 

⚫ 起動しているが画面が表示されない。 

Raspberry Pi 4 は Type-C 側が HDMI0 でその右側が HDMI1 です。モニターが 1 台の場合は HDMI0 に接続してください。2 台同時に

使うときは”ディスプレイ設定”を使用して設定します。また、モニター解像度やリフレッシュレートがあっているかも確認ください。 

⚫ 以前の Raspberry Piで動いているインストール済み SD カードを使っているが起動しない。 

Raspberry Pi 4 は多くのチップや回路が異なっているので、Raspberry Pi 4 以外でｲﾝｽﾄｰﾙされた SD カードでは起動できません。 

⚫ Rasbian 以外の、Ubuntu や Kodi, Retropi が動かない 

前記のチップセットの違いから動かないものもありますが、現時点では各 Linix コミュニティの対応待ちです。 

⚫ しばらく動いていたが起動しなくなった  

基板の故障、電源機器故障（USB ケーブル容量不足、起動電流不足、ケーブル断線） 

信頼性の低い電源を使用していて、電源劣化による電圧低下による SD カード上の OS ファイル破損や、 

RP4B は発熱が多いためヒートシンクなしで高負荷運用は、熱により基盤故障や SD カードの破損につながりやすいので注意ください。 

⚫ Rasbian をインストールしたが動かない、すぐクラッシュする。起動しなくなった。 

Raspberry pi 4 では SD カードのスピードが約 2 倍（実測値 20MB/sec⇒40MB/s）に高速化され、従来以上に SD カードの相性がシビ

アです。SD カード仕様に準拠し高速規格の A1 規格でかつ Read 80MB/sec 以上が最低条件です。お勧めは一眼レフなどにも使われ

る、SanDisk・トライセンド・東芝などです。なお自社ブランドと称してスペックが公開されていない Noobs 入り SD カードや、無印

SD カードでは起動不可だったり、使用中に OS のﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑが破損するものもあります。また大手の物を偽装した SD カードも出回って

いるのでご注意下さい。頻繁にﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑが破損する場合、前記のメーカー製へ変更したり、熱対策/電圧低下の対策が必要です。。 

⚫ Rasbian を再インストールしたいが SD カードの容量が極端に少なくなっている。 

OS インストール後の SD カードは、Windows 上では容量が約

1.8GB と表示されます。これはﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞｰ部分(FAT32 のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)容

量で、残りの容量は Windows で認識できない Linux/ext4 形式のフ

ァイルシステムとなっているためです。再インストールの際は

「Raspberry Pi Imager」を用いて消去(Erase)してください。 

Tips. Windows の通常のﾌｫｰﾏｯﾄでは ext4 が見えないため容量回復出

来ません。 

 

https://www.raspberrypi.org/downloads/

